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品川区こども計画の策定に向けた区民意識調査 

調査結果の概要（中間報告） 

Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の目的 

「 （仮）品川区こども計画」の策定にあたり、子ども・若者、子育て当事者の状況やニーズをよ

り的確に踏まえた実効性のある計画とするために、計画の対象となる子ども・若者や子育て当事

者等の意見を幅広く聴取して反映させるため調査を実施しました。 

 

２ 調査対象 

① 就学前児童保護者 

品川区在住の小学校就学前児童の保護者 2,000 人 

② 小学生保護者 

品川区在住の小学生の子どもを持つ保護者 2,000 人 

③ 中学生 

品川区在住の中学校・義務教育学校（後期課程）に通学する中学生 1,000 人 

④ 若者 

品川区在住の高校生世代から 39 歳の若者 2,000 人 

 

３ 調査方法 

  郵送配布、郵送回収及びインターネット回答によるアンケート調査 

 

４ 調査時期 

令和６年６月 

 

５ 回収状況 

  配布数 有効回収数 有効回答率 

① 就学前児童保護者 2,000 882 44.1％ 

② 小学生保護者 2,000 891 44.6％ 

③ 中学生 1,000 298 29.8％ 

④ 若者 2,000 483 24.2％ 

  ※インターネット回答率は、 

①55.4％（489）、②56.7％（505）、③35.2％（105）、④47.0％（227）でした。 

  ※前回調査（令和４年）は就学前児童保護者 7,000 人を対象に実施し、回収率は 53.9％でし

た。  
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Ⅱ 調査結果の概要 

結果概要は基本方針ごとに関連する設問を並べています。 

なお、各設問の集計は無回答を除いて集計しています。 
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基本方針１ 子育ち・親育ちを支援する 

(1) 子育て（教育を含む）に関することの相談先の有無（相談先）【就学前児童保護者】 

子育て（教育を含む）について、気軽に相談できる人や場所の有無として、就学前児童保護者

の９割が「いる（ある）」としています。 

相談相手としては、「配偶者（パートナー）・祖父母等の親族」が９割を超えて最も多く、次い

で「友人や知人」が約７割、「保育園の先生」が４割程度となっています。 

一方で、区の子育て支援施設や子育て関連窓口の利用が１割に満たないことから、区の子育て

相談窓口等が子育て家庭の身近な相談先としてあまり利用されていない傾向がうかがえます。 
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(2) オンライン相談の利用希望【就学前児童保護者】・ 【小学生保護者】 

子育てに関するオンライン相談が可能な場合の利用希望として、就学前児童保護者の４割程

度、小学生保護者の３割程度が「利用したいと思う」と回答しています。子どもの年齢別にみる

と、３歳以上の子どもをもつ保護者や小学生保護者と比較し、３歳未満の子どもをもつ保護者の

利用希望が強いことから、育児の初期段階において特にオンライン相談のニーズが高いことが考

えられます。 

また、オンライン相談が必要な状況としては、「来所する時間がとれない」と「対面までいかず

に気軽に相談したい」が６割程度と多く、次いで「自分の都合がいい場所で相談したい」が４割

を超えていることから、時間や場所に縛られずに、便利に相談ができることを期待していること

がうかがえます。 

 

※「就学前児童保護者全体」は、年齢不明を含むため３歳未満と３歳以上の合計とｎは一致しない。 
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基本方針２ 子ども・若者の健全な成長・学びを支援する 

(1) 小学校就学後の放課後の過ごし方【就学前児童保護者】 

① 放課後に過ごさせたい場所（低学年の時・高学年の時） 

就学前児童保護者が放課後に過ごさせたい場所として、小学校低学年のうちは「児童セン

ター」や「すまいるスクール（学童保育）」を希望し、小学校高学年では「祖父母宅や友人・

知人宅」や「塾・習い事（学習塾、ピアノ教室、サッカークラブなど）」を希望しています。 
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(2) 放課後の過ごし方【小学生保護者】 

小学生保護者においては、放課後に過ごさせたい場所として、「自宅（①家族とともに過ご

す）」と「塾・習い事（学習塾、ピアノ教室、サッカークラブなど）」が多いです。また、高学年

になると、学力の強化や特技の習得が重要視される傾向にあります。 

① 放課後に過ごさせたい場所 

「自宅（①家族とともに過ごす）」が 64.6％と最も多く、次いで「塾・習い事（学習塾、ピ

アノ教室、サッカークラブなど）」が 52.6％でした。 

 

  

64.6 

6.1 

36.8 

52.6 

34.8 

27.4 

11.7 

20.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=886）

自宅（①家族とともに過ごす）

自宅（②ファミリーサポートの会員・

シッターなどとともに過ごす）

祖父母宅や友人・知人宅
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(3) 放課後（夕方）や休日の過ごし方【中学生】 

中学生の放課後の居場所としては、「自宅」や「学校（部活動）」、「塾や習い事の場所」などが

多いです。一方で、放課後にしたいこととして、運動や勉強と回答する中学生は２割弱程度と少

なく、希望する過ごし方と実際に過ごしている場所が一致していない可能性があります。 

また、休日は友達と交流することを望み、それができる場所を求めている傾向があります。 

① 放課後（夕方）や休日の居場所 

「自宅」が 91.9％と最も多く、次いで「学校（部活動含む）」が 52.6％、「塾や習い事の場

所」が 38.7％でした。 
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② 放課後（夕方）や休日にしたいこと 

「音楽、読書、ゲームや動画視聴などの趣味を楽しみたい」が 66.0％と最も多く、次いで

「友だちと遊んだり、話したりしたい」が 60.9％でした。 
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③ 放課後（夕方）や休日に過ごすためにあったらいい場所 

「友だちと集まっておしゃべりできる場所」が 38.4％と最も多く、次いで「運動ができる

場所」が 31.3％、「のんびりできる場所」が 30.6％でした。 

 

(4) 「子どもの権利条約」の認知度 

いずれの対象においても、知っている（「詳しく知っている」と「知っている」の合計）の

割合は２割程度でした。中学生の４割以上が「聞いたことがない」と回答しています。 
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基本方針３ 子ども・若者の自立と社会参加を推進する 

(1) 放課後（夕方）や休日の過ごし方【若者】 

若者の放課後（夕方）や休日の過ごす場所は「自宅」が９割を超えています。また、希望する

過ごし方としては、一人で趣味をすることや家族・友人と過ごしたいと思う多い一方で、身体を

動かすことへの関心が低いことがうかがえます。 

品川区に過ごしたいと思える場所が「ない」と回答する若者が４割を超えています。 

① 放課後（夕方）や休日の居場所 

「自宅」が 92.5％と最も多く、次いで「ショッピングモールなどの買い物ができる場所」

が 38.8％でした。 
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② 放課後（夕方）や休日にしたいこと 

「友だちと遊んだり、話したりしたい」、「一人で好きなことをして過ごしたい」が 46.1％

と最も多く、次いで「音楽、読書、ゲームや動画視聴などの趣味を楽しみたい」が 45.9％、

「家族と過ごしたい」が 43.3％でした。 

一方で「体育館など室内で運動をしたい」や「グラウンドなど外で遊んだり、運動したり

したい」の回答が１割程度であることから、身体を動かすことへの関心が低いことがうかが

えます。 

 
③ 放課後（夕方）や休日に過ごしたい場所が品川区にあるか 

「ある」が 54.7％、「ない」が 45.3％となっています。 
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(2) 地域との関わり方【若者】 

① 地域活動への参加 

「ほとんど参加していない」が 77.6％と最も多く、次いで「ときどき参加している」が

19.7％でした。若者のおよそ８割が地域活動への参加をしていないことから、地域活動への

関心が低いことがうかがえます。 

 

② 地域社会で他人を支援しているか 

「現在は取り組んでいないが、将来的には取り組みたい」が 46.1％と最も多く、次いで

「現在は取り組んでおらず、今後も取り組むつもりはない」が 43.6％でした。 

取り組んでいる（「日常的に取り組んでいる」と「たまに取り組んでいる」の合計）は１割

程度、現在取り組んでいない（「現在は取り組んでいないが、将来的には取り組みたい」と

「現在は取り組んでおらず、今後も取り組むつもりはない」の合計）がおよそ９割となって

います。 
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基本方針４ 困難を抱える子ども・若者・家庭を支える地域の取り組みを推進する 

(1) ストレスや生きづらさ【中学生】・ 【若者】 

ストレスや生きづらさを感じた（「よく感じた」と「ときどき感じた」の合計）と答えた中

学生は 46.4％、若者は 68.8％でした。中学生と比較すると、若者のほうが高い割合でストレ

スや生きづらさを感じていることがうかがえます。 

ストレスや生きづらさを感じた理由として、中学生では「勉強がうまくいかないこと」が

58.3％と最も多く、突出しています。 

中学生は勉強や学校生活、友だちとの関係などの学業や友人関係が多く、若者は仕事や家

族、健康など、ストレス要因が複雑で多様化していることがうかがえます。 

 

15.7 

21.2 

30.7 

47.6 

25.6 

17.9 

28.0 

13.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生

（n=293）

若者

（n=481）

よく感じた ときどき感じた ほとんど感じなかった 全く感じなかった
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18.4 

58.3 

35.9 

17.5 

33.0 

16.5 

12.1 

5.3 

4.4 

13.6 

10.2 

4.4 

23.7 

11.7 

7.8 

17.1 

8.3 

20.7 

20.0 

9.5 

1.5 

15.1 

20.7 

29.3 

14.6 

13.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

家族との関係

勉強がうまくいかないこと

学校での生活

競争社会や能力重視の文化

友だちとの関係

精神的な健康問題

身体的な健康問題

孤立や孤独

性別によること

環境の変化

職場の人との関係

仕事がうまくいかないこと

政治的な不安定さ

その他

中学生（n=206）

若者（n=410）
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(2) 普段の外出状況【中学生】・ 【若者】 

中学生と若者のいずれにおいても「ほぼ毎日外出する」が最も多く（中学生 86.2%、若者

72.0％）、次いで「週３～４日は外出する」（中学生 72.0%、若者 16.3％）となっています。

中学生と比較すると、若者のほうが外出頻度は低いことがうかがえます。 

 

  

86.2 

72.0 

7.7 

16.3 

0.0 

5.4 

4.4 

3.1 

1.0 

2.7 

0.3 

0.0 

0.3 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生

（n=297）

若者

（n=479）

ほぼ毎日外出する（仕事・学校・遊び等）

週３～４日は外出する（仕事・学校・遊び等）

普段は仕事や家事・育児・介護等で頻繁に外出できる状態ではないが、たまに外出する

ほとんど家にいるが、自分の趣味に関する用事の時だけ外出する

ほとんど家にいるが、近所のコンビニなどには出かける

自室からは出るが、家からは出ない

自室からほとんど出ない
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基本方針５ 子ども・若者が居心地よく過ごすために充実した環境を整備する 

(1) ３年前と比較して子育てをしやすいまちになったか【就学前児童保護者】・ 【小学生保護者】 

３年前と比較して子育てがしやすくなった（「とても子育てがしやすくなった」と「少しは

子育てがしやすくなった」の合計）と答えた保護者の割合は、就学前児童保護者は 49.5％、

小学生保護者では 47.8％でした。およそ半数の保護者が子育てしやすくなったと感じていま

す。子育てがしにくくなった（「やや子育てがしにくくなった」と「非常に子育てがしにくく

なった」の合計）の回答はほぼありませんでした。 

 

  

18.7 

14.9 

30.8 

32.9 

22.1 

44.3 

1.6 

2.4 

0.3 

0.9 

17.2 9.2 

4.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童保護者

（n=867）

小学生保護者

（n=881）

とても子育てがしやすくなった 少しは子育てがしやすくなった

あまり変わらない やや子育てがしにくくなった

非常に子育てがしにくくなった ３年前は子どもがいなかったのでわからない

３年前は住んでいなかったのでわからない
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(2) 最近の子育てや教育の問題【就学前児童保護者】・ 【小学生保護者】 

就学前児童保護者と小学生保護者のいずれにおいても「親の収入などによって受けられる

教育に差があること」と「子どもの携帯電話やスマートフォンの利用により、親が子どもの

交友関係や行動がわからなくなること」の割合が多くなっています。 

就学前児童保護者は教育格差や遊び場の不足など発達段階に関連した問題を重視してお

り、小学生児童保護者は受験競争やメディアの利用を問題視しています。 

地域とのつながりや地域の安全性に対する関心については、小学生児童保護者と比較し

て、就学前児童保護者が高いことがうかがえます。 

 

  

17.1 

25.6 

9.1 

27.2 

41.3 

40.0 

34.1 

31.4 

26.5 

3.7 

25.5 

17.6 

11.7 

35.9 

36.5 

29.7 

45.1 

34.0 

13.5 

5.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

家庭でのしつけが不十分であること

地域社会での子どもへの関わりが

不十分であること

学校での教育が不十分であること

受験競争が厳しいこと

親の収入などによって、

受けられる教育に差があること

子どもの遊び場が少ないこと

テレビやインターネットなどの

メディアから、子どもたちが

悪い影響を受けること

子どもの携帯電話やスマートフォンの

利用により、親が子どもの交友関係や

行動がわからなくなること

子どもが安全に

生活できなくなっていること

その他 就学前児童保護者（n=867）

小学生保護者（n=883）
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(3) 区の子育て支援への取組や少子化対策として期待すること、重要なこと【小学生保護者】 

「子育てに係る費用負担に対する経済的支援」が 50.2％と最も多く、次いで「犯罪や災

害、交通事故から子どもを守るための取組」が 33.3％でした。また、「子どもへの無料の学習

支援」「犯罪や災害、交通事故から子どもを守るための取組」、「子どもが参加できるイベント

や事業の充実」、「地域における子どもの居場所の充実」なども回答が多いことから、子育て

における経済的な負担軽減への期待と、子どもたちの成長環境について関心が高いことがう

かがえます。 

 

  

12.6 

7.3 

27.4 

5.2 

5.9 

27.4 

2.9 

30.0 

5.5 

1.8 

9.8 

50.2 

21.0 

3.2 

33.3 

13.1 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=886）

子育てに関する情報提供

子育てに関する相談体制の充実

子どもが参加できるイベントや事業の充実

子ども自身からの相談を受ける体制の充実

子どもの意見を発信する場や機会の充実

地域における子どもの居場所の充実

正しい食生活を送るため、

食に関する指導や情報提供

子どもへの無料の学習支援

ひとり親家庭に対する相談や

生活支援の充実

母子の健康のための健診や訪問の充実

発達に支援が必要な子どもも

共に成長するための取組

子育てに係る費用負担に対する経済的支援

子育てと仕事が両立できるように、

保護者や企業に対する啓発活動

保護者同士がつながりを持てる機会の提供

（パパ友、ママ友がつくれる場）

犯罪や災害、

交通事故から子どもを守るための取組

子育て世帯が外出しやすいまちづくり

その他
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(4) 子どもが地域の人と一緒に取り組むといいこと【小学生保護者】 

「地域に伝わる踊りやお囃子などの伝統芸能」が 38.1％と最も多く、次いで「サッカーや

野球などのスポーツ」が 35.1％、「キャンプ、アスレチック等の野外活動」が 34.5％でし

た。伝統芸能やスポーツ、野外活動などの体験型の活動を重視する傾向がうかがえます。 

 

  

35.1 

38.1 

14.7 

18.3 

14.8 

3.8 

34.5 

23.5 

27.9 

1.7 

2.3 

15.8 

23.7 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=885）

サッカーや野球などのスポーツ

地域に伝わる踊りやお囃子などの伝統芸能

資源回収やリサイクル活動

地域の清掃や落書き消し等の

ボランティア活動

交通安全、防災、環境に関する学習

地域の福祉施設や障がい者施設の訪問

キャンプ、アスレチック等の野外活動

ゲームやレクリエーションなどの

お楽しみ会

工作、手芸、絵を書いたりする

芸術創作活動

地域の出来事やお知らせごとを

まとめる地域便りづくり

地域住民との意見交換や

老人クラブとの交流会

プラネタリウム、

美術館訪問などの教養活動

地区運動会や

ふれあい祭りなどの行事の企画・運営

その他
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その他調査結果 

(1) 自身の幸福感 

現在および５年後の幸福感については、幸せである（幸せであると思う）と答えた割合は９割

程度でした。現在と５年後で比較すると、いずれの対象においても、５年後に幸せではないと思

う（ 「あまり幸せではない」と「幸せではない」の合計）の回答が微増していることから、将来的

に幸福感が低下する可能性があると感じている人がいることがうかがえます。 

① 現在の幸福感 

現在、幸せである（「とても幸せ」と「幸せ」の合計）と答えた割合は、いずれの対象にお

いても９割程度となっています。 

 

② ５年後の幸福感 

５年後、幸せであると思う（「とても幸せだと思う」と「幸せだと思う」の合計）と答えた

割合は、いずれの対象においても９割程度となっています。 

 

42.2 

29.2 

44.3 

26.8 

52.1 

62.8 

49.3 

61.8 

4.7 

7.3 

4.4 

8.9 

1.0 

0.7 

2.0 

2.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童保護者

(n=875）

小学生保護者

（n=890）

中学生

（n=298）

若者

（n=482）

とても幸せ 幸せ あまり幸せではない 幸せではない

33.0 

22.1 

33.6 

27.2 

60.6 

67.9 

55.0 

61.0 

5.6 

8.5 

8.7 

9.1 

0.8 

1.5 

2.7 

2.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童保護者

(n=873）

小学生保護者

（n=886）

中学生

（n=298）

若者

（n=482）

とても幸せだと思う 幸せだと思う あまり幸せではないと思う 幸せではないと思う
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(2) 子どもの幸福感【就学前児童保護者】・ 【小学生保護者】 

① 子どもの現在の幸福感 

現在、子どもは幸せであると思う（「とても幸せだと思う」と「幸せだと思う」の合計）と

答えた割合は、いずれの対象においても９割を超えています。 

 
② 子どもの５年後の幸福感 

５年後、子どもは幸せであると思う（「とても幸せだと思う」と「幸せだと思う」の合計）

と答えた割合は、いずれの対象においても９割程度となっています。 

 

 

34.4 

23.9 

63.5 

70.7 

1.9 

5.3 

0.1 

0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童保護者

(n=875）

小学生保護者

（n=888）

とても幸せだと思う 幸せだと思う あまり幸せではないと思う 幸せではないと思う

29.3 

21.1 

67.0 

73.4 

3.6 

5.3 

0.1 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童保護者

(n=873）

小学生保護者

（n=888）

とても幸せだと思う 幸せだと思う あまり幸せではないと思う 幸せではないと思う


